
平成２０年１２月１２日

平成21年3月期

第２四半期（中間期）
決算説明資料

証券コード：1990



第２四半期（中間期）
決算概要



第２四半期（中間期）の総括

受注高 ４２億２４百万円

（前年同期比 １０６．５％）

売上高 ３２億７６百万円

（前年同期比 ９１．３％）

移動体通信工事が堅調に推移し受注高は増加

通信線路工事において、前期からの繰越工事が
少なかったことや郡山エリアから撤退並びに下期
への繰越工事の増加により売上高は減少



営業利益 ４３百万円

（前年同期比 ５７．６％）

経常利益 ６７百万円

（前年同期比 ６７．２％）

中間純利益 ４６百万円

（前年同期比 ３３．７％ ）

売上高の減少により固定費率が上昇し、利益
を圧迫したことなどにより減少

※前中間期は、税金費用が減少（評価減をした土地を売却）したことから、中間純利益に限っては、当中間期との
※差が大きくなっています。



当中間期 前中間期 増 減

完成工事高 3,276 3,589 △313

完成工事原価 3,079 3,355 △276

完成工事総利益 197 233 △36

販売費及び一般管理費 153 158 △5

営業利益 43 75 △32

営業外損益 23 24 △1

経常利益 67 99 △32

特別損益 4 1 3

税引前中間純利益 72 101 △29

中間純利益 46 137 △91

損益計算書
（百万円）



当中間期 前中間期 増 減

流動資産 2,381 2,213 168

固定資産 2,435 2,438 △3

資産合計 4,817 4,652 165

流動負債 933 834 99

固定負債 715 699 16

負債合計 1,649 1,534 115

資本金 817 817 －

純資産合計 3,167 3,118 49

負債純資産合計 4,817 4,652 165

貸借対照表
（百万円）



当中間期 前中間期 増 減

営業活動によるキャッシュ・フロー △26 323 △349

投資活動によるキャッシュ・フロー 34 166 △132

財務活動によるキャッシュ・フロー △29 △49 20

現金及び現金同等物の期末残高 657 776 △119

主な要因
（営業活動に使用したキャッシュ・フロー ：26百万円）

主に、工事代金の支払による支出

（投資活動によって得られたキャッシュ・フロー：34百万円）

主に、定期預金の満期による収入

（財務活動に使用したキャッシュ・フロー：29百万円）

主に、配当金の支払による支出

キャッシュ・フロー
（百万円）
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事 業 区 分 主 要 製 品 ・ サ ー ビ ス

通 信 線 路 通信線路工事の設計積算施工及び保守

移 動 体 通 信 移動通信設備及び各種伝送路の施工及び保守

Ｉ Ｐ
ＩＰ設備、ネットワーク設備、セキュリティーシステムの
施工及び保守と関連するＳＥ業務

土 木
通信土木工事の設計施工、ＣＣＢＯＸ、情報ＢＯＸ、
上下水道、道路、管工事の積算施工

事業内容



事業別分析

北関東エリアでの受注は堅調に推移したものの、郡山エリアから撤退により、

受注高３０億５５百万円（前年同期比９６．８％）

売上高については、前期からの繰越工事が少なかったこと、郡山エリアからの

撤退並びに下期への繰越工事の増加により、２３億９４百万円（同 ７９．５％）

[通信線路事業]

移動体通信工事において、アンテナ設置工事等が増加したこと及び保守工事

が堅調に推移したことなどにより、

受注高 ７億５３百万円（前年同期比１８８．９％）、売上高 ６億７７百万円

（同２４１．０％）

[移動体通信事業]



技術革新と厳しい受注競争が展開されているなか、光伝送路工事やセキュリ

ティーシステム関連工事の受注の拡大に努める

受注高 １億６０百万円（前年同期比１０８．１％）、売上高 ９５百万円

（同６５．６％）

[Ｉ Ｐ 事 業]

ＮＴＴ通信土木工事は堅調に推移したものの、一般民需工事の受注環境は依

然として厳しく、受注高 ２億５５百万円（前年同期比９６．９％）

売上高についても、一般民需工事の減少の影響等により、１億 ８百万円

（同７３．３％）

[土 木 事 業]



平成２１年３月期
業 績 予 想



当期予想

(H21.3月期)

前 期

(H20.3月期)
増 減

売 上 高 7,500 7,716 △216

営 業 利 益 100 138 △38

経 常 利 益 140 184 △44

当 期 純 利 益 80 183 △103

平成２１年３月期の業績予想

（百万円）



株主配当の状況

基本方針

当社は、将来の事業展開を考慮しつつ、内部留保の充実により企業体質の強化をはかりなが
ら、株主の皆さまへの安定した配当を維持することを基本に取り組んでおります。また、当社の
剰余金の配当は、期末配当の年１回を原則としており、期末配当の決定機関は株主総会であり
ます。

H18.3月期 H19.3月期 H20.3月期 H21.3月期（予想）

１株当たり配当金 ５円 ５円 ５円 ５円

（参考）株価の推移

H18.3月期 H19.3月期 H20.3月期 H20.9月期

最高（円） ４００ ３００ １９３ １７９

最低（円） ２０３ １８０ １６０ １３６
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この資料には、本資料発表日現在の将来に関
する前提・見通し・計画に基づく予測が含ま
れています。今後の経済情勢、事業運営にお
ける様々な状況変化等により、実際の業績は
予測と異なる可能性があります。

ご 注 意



本資料に関するお問い合わせ

東邦建株式会社

経理企画部

TEL：0283-24-5556

E-mail：kijima@tohoken.co.jp
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